
コンクリート品質向上に向けた取組み

安芸バイパス 熊野川高架橋（2期線） P7橋脚

「施工状況把握チェックリストによる施工手順の確実な履行」

「暑中コンクリートの品質確保」

令和3年度

安芸バイパス熊野川高架橋第9下部工事

令和4年12月16日（金）



工事概要

【工事名】

令和3年度

安芸バイパス熊野川高架橋第9下部工事

【工 期】

令和3年5月26日～令和4年11月30日
【工事内容】

安芸バイパス 熊野川高架橋（2期線）のうち

橋脚 1基
・深礎杭 杭径 φ9000 深さ 13.0m

・橋脚躯体 H=38.7m



工事概要
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相番クレーンを配置し、
上部工下面も施工ヤードとして使用する。

第8工事（P8橋脚）
休憩所・施工ヤード・作業通路

現場条件
・隣の橋脚（P8橋脚）と同時施工

熊野川高架橋
P8橋脚 施工ヤード
（他現場）

工事用道路

熊野川高架橋
P7橋脚 施工ヤード
（当現場）

駐車場
生コン車回転場
（共有スペース）

瀬野川乗馬クラブ敷地

熊野川高架橋
P8橋脚 施工ヤード
（他現場）

熊野川高架橋
P7橋脚 施工ヤード
（当現場）

・地元からの要望で早出残業の禁止、8:00～17:00の徹底
・乗馬クラブと隣り合わせ



コンクリート打設までの準備

・「橋梁下部工コンクリート構造物品質確保対策の

試行工事」選定に伴い、施工計画書を一部改訂

・各リフト毎に「コンクリート施工状況把握

チェックシート（橋梁下部）」による打設管理を実施

・暑中コンクリートとして施工を行うべき時期として、

日平均気温が25℃を超えることが想定される時期

を標準とする（今回は3～8リフトが対象）。

打設量 日平均気温 暑中コンクリート

(m3) （東広島市） 対策対象
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コンクリート打設時に
行った処置・工夫

【打設前準備】

・ 打設日毎にチェックシートを配布

・ チェックシート、コンクリート打設計画書を

基に事前打合せの実施

⇒配布を継続することで覚える

回数を重ねることで迅速化できる。

⇒打設時の役割確認、使用する機材

の点検、バイブレータ本数の確認

打設時の重要事項の再確認



コンクリート打設時に行った処置・工夫

【打込み時】

・ 一層の打込み高さを50㎝以下としているか。
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透明型枠設置箇所
透明型枠設置箇所
側壁部 N=2箇所

透明型枠
透明型枠設置位置

インカムトランシーバー

※バイブレータや発電機の音で声が聞こえにくい為使用
指示伝達が容易にできた

マーキング

⇒1. 橋脚側面（2箇所）に透明型枠を採用

2. 50㎝を容易に確認する為、マーキングを設置

3. 元請間で連携し、インカムで連絡を取り合い

打込み高さの精度を上げる。



コンクリート打設時に行った処置・工夫

【打込み時】

・ 鉄筋や型枠の乱れはないか

型枠寸法確認 鉄筋かぶり確認

型枠垂直度確認

逃げ墨

光波

光波

型枠垂直度確認

アイピースを付けた光波測距儀を逃げ
墨に据付け、各リフトの型枠組立時に垂
直度を確認。最終的な変位が8㎜と精度
良く打ち上がることができた。

アイピース

⇒打設前・打設中に変動の確認を実施



コンクリート打設時に行った処置・工夫

【締固め】

・ 挿入間隔は50㎝以下としているか

【締固め】

・ バイブレータを下層コンクリートに

10㎝程度挿入しているか⇒打設箇所に50㎝ピッチのリボンを設置

⇒一層打設高さ：50㎝+10㎝=60㎝の

位置にマーキングテープを巻いて確認



コンクリート打設時に行った処置・工夫

【締固め】

・ バイブレータ振動時間は5～15秒としているか

【締固め】

・ 表面気泡の低減について

⇒1秒単位のメトロノーム音をスピーカーで流した。

作業員からは、「木魚みたいで嫌だ、気になる、

耳に残る」という感想だった。

カウントを各自で取るにあたり、効果的であった。

⇒型枠を金槌・木槌で叩き、表面気泡を低減

透明型枠で気泡の場所を叩くと消えるので、

一定の効果はあったと想定される。



コンクリート打設時に行った
処置・工夫
【養生】

・ コンクリートの露出面を湿潤状態に保っているか

・ 湿潤状態を保つ期間は適切であるか

天端：セレキュアモイスト 散水

側壁外面：ストレッチフィルム

側壁内面：コンクリックエース

⇒ 天端面は湿潤マット（セレキュアモイスト）

【NETIS番号：KT-160032-VE】
側壁外面は型枠存置+ストレッチフィルム

側壁内面は型枠存置+養生材（コンクリックエース）

⇒ 高炉B 日平均気温15℃以上は7日以上

日平均気温10℃以上は9日以上

養生日数・方法を一覧表で管理

ストレッチフィルムについては、養生期間以降も継続



暑中コンクリートの品質確保

・ 生コン車の待機

生コン車待機所

生コン車待機所

⇒ 打設時には隣接工事、乗馬クラブと調整を行い、

駐車場の日陰となる位置を待機所とした。

AM10時頃から日陰

待機が発生しない様に生コン工場と配車の打合せ

と当日もこまめに連絡を取り合い打設を行った為、

2台以上が待機をすることはなかった。

待機時間 ： 15分程度（3～8リフトは5分程度）



暑中コンクリートの品質確保

・ 打設箇所の温度低減処置

← 天端の遮光シートはポンプが
上から降りてくる為、全面は設置せず、
日が当たる側半分に設置

・ コンクリート荷卸し温度の確認

⇒ コンクリート打設箇所に遮光シートを設置

ミスト扇風機を設置

⇒ サーモグラフィ温度計測器による荷卸し時の

コンクリート温度計測（全台数計測）



暑中コンクリートの品質確保
・ 温度計測

① 生コン待機所（日陰）

② 打設箇所（温度低減対策実施）

③ 足場最上段（温度低減対策未実施）

①
②

③



表層評価

表面評価一覧

くさび
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